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ぎない。1402 年か、おそらく 1403 年の初
めにギベルティにその門扉を委嘱するとい
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本書の引用文は、E. Toesca, bibl. 294 が出版
した Chiapelli写本の重刷版を典拠としてい
る .






の “post-Albertian”（「ア ル ベ ル テ ィ 以 降
的」）な流れによって設定されている．Holt






	 Vasari-Milanesi, bibl. 533, II, pp. 223ff; pp. 
334ﬀ.
	 Poggi, bibl. 413, docs. 905ﬀ, 後続のパラグ
ラフの引用はそこから取られている .；





る記述 “… factus est ipse Fons …ab oﬃcialibus 
istius operis deputatis a Consulibus Artis 
Kalimale … ”によって確証される（Befani, 
bibl. 44, p. 71）.
	 ギベルティ自身、operai di detto governoと
いう用語を用いている .; Ghiberti-Schlosser, 








篇 ≫（Paris, Bibl. Nat., lat. 10525; Omont, bibl. 
373, pl. x）やアッシジのトッリティの壁画











薪 束 を 運 ん で い る（Vat. Gr. 699, f. 59; 
Stornaiolo, bibl. 507, pl. 22）．同頁の別の場面
にはイサクの犠牲が表現されている . 同じ
頃（880-886）、ナジアンゾスの聖グレゴリ
ウ ス の 説 教 集（Paris, Bibl. Nat., gr. 510, f. 














⑴	 Horn（bibl. 219, pp. 100ﬀ） と Paatz（bibl. 
375, II, pp. 173ﬀ）は、洗礼堂とその伝説的起
源の歴史も要約 .
⑵	 Horn, bibl. 219, pp. 126ﬀ.
⑶	 Divina Commedia, Paradiso, Canto XVI, vv. 
22ﬀ, bibl. 114, p. 126.
⑷	 Villani, bibl. 538, Book I, chapter I.
⑸	 Vasari-Frey, bibl. 532, pp. 329ﬀ, docs. 7, 13
（以下、Freyとして引用）; Paatz, bibl. 375, II, 
p. 200, notes 149ﬀ.
⑹	 Paatz, bibl. 375, II, p. 206とnote 177.
⑺	 アンドレア・ピサーノの青銅門扉の歴史
については、Paatz（bibl. 375, II, p. 95）と
Falk （bibl. 151, pp. 40ﬀ）を参照のこと .







⑽	 Doren, bibl. 135ﬀ の諸所 .
⑾	 ibid., I, pp. 20ﬀ.
⑿	 Pieri, bibl. 398 の諸所 .
⒀	 Doren, bibl. 135, I, pp. 407ﬀ; Agnoletti, bibl. 
4の諸所 .
⒁	 Doren, bibl. 135, I, p. 403.
⒂	 それ以降については、ibid., II, pp. 702ﬀ、
特に pp. 704ﬀを参照のこと .; Wackernagel, 
bibl. 543, pp. 218ﬀ; Paatz, bibl. 375の諸所と下
に引用する史料 .
⒃	 Davidsohn, bibl. 118, I, pp. 145f.
⒄	 Frey, bibl. 532, pp. 328ﬀ 中の諸史料 .
⒅	 当該史料は Freyが出版 . Bibl. 532, p. 353, 
doc. 31; Oertel, bibl. 367, pp. 266fは、正当に
も、その素描は壁面上の大規模なスケッチ
であったと結論づけた . Paatz, bibl. 375, II, p. 
244, note 122も参照 .
⒆	 Frey, bibl. 532, p. 340, 1365 年 3 月 1 日の年
記のあるdoc. 59.
⒇	 15 世紀の最初の 33 年間の期間における
フィレンツェの政治的状況については、
Baron, bibl. 39が明快に分析 .
	 Bruni, bibl. 77, pp. 920f.
	 その行列がとった行程は、Zocchi, bibl. 
563, pl. XXIにエングレーヴィングで示され
ている .




フィレンツェの国立図書館（Magl. Cl. II. II. 
325; Mazzatinti, bibl. 313, IX, p. 95）にあり、
Baldinucci, bibl. 36, pp. 291ﬀに付録として付
けられ、19世紀初めにMoreniが出版したも






を編むことはしなかった . Chiapelli（bibl. 95, 
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II, pp. 113, 226f, 335）. ヴァザーリはおそらく
好きなように想像を働かせたのである。








213,	 I,	p.27;	 II,	pl.	 5 と Ghiberti-Schlosser,	
bibl.	178,	II,	p.	170も参照のこと．
［訳者注］ 
本拙訳は Richard Krautheimer, Lorenzo Ghiberti, 
in collaboration with Trude Krautheimer-Hess, 
Princeton, New Jersey, Princeton University Press, 











ている（Martin, bibl. 306, ﬁg. LXI, pl. 45; ﬁg. 
LXII, pl. 46）．イサクは大抵薪束を運んでい
る（Franco-Flemish Bible, Lille, Witter Coll., 
13 世紀末；イザボー・ドゥ・バヴィエール
王妃の詩篇、ミュンヘン、国立図書館、
gall. 16, f. 29v；フランスの詩篇、14 世紀、
オ ッ ク ス フ ォ ー ド 、Bodl., Auct., D. 44; 
James, bibl. 230, pl. 2b）．このモティーフ
は、言うまでもなく、中世末期の『貧者の
書』や『人類救済の鏡』（Cornell, bibl. 106 




	 Berlin, Kupferstichkabinett, 78 E 3, f. 4
（Wescher, bibl. 550, pp. 54ﬀ），また、Vienna, 
Nationalbibliothek, cod. 1191（Theol. 53），
（Hermann, bibl. 210, pp. 250ﬀ）も参照せよ．
その写本は、ピッティ宮にあるラファエロ
が描いたレオ Xの肖像画中に表現されてい
る．Wescher, loc. cit. を見よ .
	 Vasari-Milanesi, bibl. 533, p. 224. その特別
な一節はヴァザーリの第二版に挿入されて
いる．それゆえ幾分怪しい . Ghiberti-
Schlosser, bibl. 178, II, p.169も参照せよ .
	 （Anonimo Magliabecchiano）, bibl. 22, p. 
274.
	 （Manetti）, bibl. 294, p. 14.
	 Ghiberti-Schlosser, bibl. 178, I, pp. 45f.
	 クエルチャに関する最近の最も権威ある















	 Ghiberti-Schlosser, bibl. 178, I, p. 46; II, 
pp.168ﬀ.
	 ASF, Arti, Seta, Matricola, vol. VII, c. 68v; 
Fabriczyが引用 , bibl. 148, p. 5.
	 （Manetti）, bibl. 294, p. 42.
	 Ghiberti-Schlosser, bibl. 178, I, p. 46.







（Vasari-Ricci, bibl. 531, I, p. 261）．ヴァザー
リは第二版ではこの所見を推敲し（Vasari-
Ricci, bibl. 531, I, p. 261）、ドナテッロの浮彫
は両替商組合に贈られ、それゆえ自分はそ
れをよく知っていたと仄めかしている
（Vasari-Milanesi, bibl. 533, II. p. 335）．しか
し、ヴァザーリが決してそのような浮彫を
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